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今回の講演のテーすは， Keyne.s， Keynsianism and State Intervention (ケインズ，







た。 いいかえれば，ケインズ政策は党派的な意味では a-puliticalだったのであり， 彼
は=大政党を横断してそり進歩派に訴えていた。ケインズに対する大蔵省を中lむとした
官僚層のまE杭も，当時の国家機構管理上の課題， 官僚層の教育と経験，等にも配慮して
歴史的に理解されなければならない。しばしば， イギリス労働党内閣とスウェーデン社
会民主党内閣のケインズ政策への態度が対比的に論じられるが， 1932年に政権についた
スウェ←デン社会民主党はイギロス労働党の失敗から学ぶ時期があったということと，
失業保険の確立していない後進的スウェーデンでは失業救演の公共事業に重点がおかれ
たことも重要である。ケインズ以降，完全雇用と福祉国家政策が拡充されコーポラテイ
ズムが発展したが， ζ うした状況下では賃企政策が高度に政治的な問題となることをケ
インズは予見していた。
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なお，こり記事の作成にあたっては，大学院生久保雅弘・服部茂久両君白協力を得
た。
(八木紀ー郎〕
